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ダイハツ工業株式会社 生産調達本部
サプライチェーン戦略部 サプライチェーン戦略室

室⻑ ⾠⺒ 正洋

ダイハツ工業の
サプライチェーン全体のGX取組

私たちは、法令・ルールを遵守し、正しい仕事をします
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本日のアジェンダ
１．講演者プロフィール
２．取引先様のGX取組へのアプローチ
３．事例紹介①エア漏れ対策

②出前教室
③電⼒ムダ⾒える化と減らす活動
④取引先様好事例をサプライチェーンで共有
⑤取引先様表彰「カーボンニュートラル活動賞」

５．今後の取組み
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1992年 ダイハツ工業入社
1992年 滋賀(⻯王)第二工場

製造部技術課 樹脂ｸﾞﾙｰﾌﾟ
2007年 滋賀(⻯王)第二工場

製造部塗装化成課
2010年 調達部資材調達室
2022年 調達部ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ管理室
2025年 ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ戦略部ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ戦略室

１．講演者プロフィール

課⻑
主担当員
室⻑
室⻑



3/20２．取引先様のGX取組へのアプローチ
１）取引先様の特徴と取組へのアプローチ

約50％が
中小企業 日々の生産活動で精一杯

取引先の特徴

活動の工数や体制が無い 具体的なCNｱｲﾃﾑが無い

課題

<アプローチ>
・取引先様と

一緒に活動
・ムダ削減徹底や

新技術検討

2021年12月 GX説明会

エア漏れ削減

取引先様

エネルギーのムダ⾒える化と低減

稼ぎを原資に省エネ設備へ更新

カーボンニュートラル

2022年1月
調達機能にGX専門部署を新設
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２）活動日程(2022年1月 サプライチェーン管理室 CN支援グループを新設し取組開始)

２．取引先様のGX取組へのアプローチ

※2025年1月 サプライチェーン戦略室に改称

日程 2021年
項目 12月 1月 〜 6月 〜 9月 〜 12月 1月 〜 4月 〜 9月 〜 12月 1月 〜 12月
取引先説明会 ☆
総量調査(380社)
目標と実施計画ﾋｱﾘﾝｸﾞ
エア漏れ対策
電⼒測定⽀援
出前教室
電⼒ムダの⾒える化
減らす活動
好事例収集
取引先様好事例をSCで共有
カーボンニュートラル活動賞 ☆ ☆
jama法を30社へ説明、配布 　　☆
Co2排出量算出トライアル
新jama法へ切替

自工会
活動

モチベーション

2022年 2023年 2024年

協調領域
共有

啓発･⽀援

収集 共有

⽀援

啓発

表彰

①

②

④

⑤

③
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アイテム出し

狙い 現場主導でお⾦を掛けないGX

ムダに気付く
改善 出⾦抑制

原資とし更なる改善

取引先様と一緒に活動

成功体験づくり

２．取引先様のGX取組へのアプローチ
３）活動の進め方
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取引先様

ダイハツ工業
サプライチェーン戦略室
CN支援グループ

工場責任者 製造現場
リーダー

推進リーダー CN活動
実働チーム

・進め方調整
・進捗管理

・連携
・改善実施
・人材育成

２．取引先様のGX取組へのアプローチ
４）推進体制と役割
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活動の切り⼝
４．事例紹介︓①エア漏れ対策

エア漏れ対策
結果 ・改善が進まない

・改善する気がない

エアはどの工場でも使用
作業者の意識
・エアはいくら使ってもタダ
・ムダとは思っていない

ムダの⾒える化
⇒エア漏れを直して

意識を変える

電力
77%

非電力
23%

生産設備
40%

コンプレッサー25%

空調, 8%

照明, 4%

都市ガス
16%

その他, 7%
一般的な工場のエネルギー使用内訳
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エア漏れ対策
狙い ・エア漏れをロス⾦額で⾒える化

⇒製造現場の意識変える

エアー漏れの見える化

ロス金額見える化

エア漏れ対策活動

４．事例紹介︓①エア漏れ対策

ｵｲﾗｰｶｯﾌﾟ
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活動の切り⼝
４．事例紹介︓②出前教室

出前教室
エアブローは使い方次第
・ムダ使いに気付いていない
・ムダと思っていない

エア漏れ監査で意識は向上
⇒漏れ改善・対策は進んでいる

ムダに気づき、自ら改善
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出前教室
狙い 工程リーダーに教育 ⇒ 自ら気付き・改善する
狙い・⾒て、触れてエアのムダ使いをリアル体感

狙い ・ムダのないエアの使い方を理解

【体感機 4種】
①エアブロー体感機
②ブロー圧⼒体感機
③増圧タンク体感機
④エア漏れ体感機

エアムダ使いの体感中

４．事例紹介︓②出前教室
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活動結果

【出前教育体感後の声】
･⾒て､触れて体感出来るので納得した
･自社に同じような機器が有るので良くわかる
･これなら簡単に出来そう

24年度
・4社 7工場で実施 ＊3社 3工場で実施予定

即改善実施の事例があり
⇒ムダ使い意識が向上

【A社改善事例︓圧入ﾗｲﾝB/J洗浄機】
改善前 改善後 改善のポイント

・ｴｱ吹出し⼝をﾜｰｸに近づける
・ﾌﾞﾛｰ時間の短縮

効果
384千円/年 1.2tCO2/年

４．事例紹介︓②出前教室
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活動の切り⼝
４．事例紹介︓③電⼒ムダ⾒える化と減らす活動

モデル工程活動
エア以外のCN活動が低調
・アイテム出しが出来ない
・活動方法が分からない

エア漏れ調査・出前教育で
エアのムダ削減は進んだ

ムダを⾒える化
⇒アイテム出し・改善

人材育成
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モデル工程（設備）活動
各社の困り事

・省エネアイテム出しが出来ない
・現場と一体となった活動が出来ていない

製造現場は製品を作るだけで精一杯

モデル工程活動について
・横展可能な工程で成功体験をさせる

⇒継続的活動の基盤づくり
・省エネで困っている工程を優先
・ダイハツが一緒に活動し、お互いに人材育成

省エネの基本

４．事例紹介︓③電⼒ムダ⾒える化と減らす活動
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困りごと・・・省エネアイテムを考えられる人がいない

現場確認 ・加工機は待機時間が⻑い ⇒ 待機電⼒を減らせないか

モデル工程︓加工機・・・待機電⼒低減活動

４．事例紹介︓③電⼒ムダ⾒える化と減らす活動

B社の事例
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24年5月 電気使用量割合

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
32%

加工機稼働
21%

加工機待機
36%

ｴｱｰﾄﾞﾗｲﾔ:3%
その他:8%

加工待ち時間
待機モード

休日
省エネモード

【電⼒差】
待機モード 省エネモード

油圧ポンプ 電源ON 電源OFF
冷凍機 電源ON 電源OFF

データ⾒える化・活用方法
を人材育成

各設備の電⼒使用量⾒える化

省エネアイテム
待機中の省エネモード化

４．事例紹介︓③電⼒ムダ⾒える化と減らす活動

ムダの見える化

待機モード 省エネモード

待機モード

省エネモード
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省エネ好事例(協調領域)の共有

省エネ改善事例
（全65事例）

分かり易く

取引先様が活動された省エネ事例の中で、他の取引先様にも役⽴つ事例を
簡単に分かり易く表現し、誰でもいつでも⾒れる様にする

４．事例紹介︓④取引先様好事例をサプライチェーンで共有

共有掲示板
誰でも⾒れる

省エネ改善事例 掲示板 省エネ改善事例
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取引先表彰に 「カーボンニュートラル活動賞」 を新設

受賞会社数
2022年︓4社 2023年︓5社

受賞事例は取引先へ展開し
好事例を共有

受賞会社を壇上表彰して、取引先様のモチベーションを向上

４．事例紹介︓⑤カーボンニュートラル活動賞



19/20４．今後の取組み

■活動継続 エア漏れ調査、出前教室、⾒える化と省エネ、事例共有、表彰
⇒2025年方針説明でも紹介(1/29)

■業界連携 自工会はCo2排出量算出方法を統一化
⇒ダイハツも取引先様と共に活用予定

※JAMA:(一社)日本自動⾞工業会(自工会)
(Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.）
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以 上
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